











Usefulness of Somatosensory Evoked Magnetic Field Dipole 
Measurements by Magnetoencephalography for Assessing Spinal 
Cord Function 
(脊髄機能評価のための脳磁図計を用いた体性感覚誘発磁界測定の有用性)










Spine Scale (NCSS)の感覚機能評価項目 (Sensoryscore)を用いて判定した。さらに健常人1日1例(コ
ントロ一ル群)についても同様lにこN2初Omのd出ipole叶(値l直直及び
【結果】頚髄疾患1ロ2例において術前N2却Omd“ipole叶(値l直直は、コントロール群に比べて有意な低下を認めた
(p<0.005， Student ιtest)。また術後感覚障害が改善した 6~IJ についてはdipole値の有意な上昇が認め
られた (p<0.005，paired t-test)。さらにSensoryscoreとN20mdipole値には有意な相関が認められ





感覚障害を、 magnetoencephalography(MEG)を用いてsomatosensoryevoked magnetic fields 
(SEF)を測定することで、定量評価が可能か否かについて検討した。










た (p<O.OOl，Spearman's correlation coefficient by rank test)。
【結論】 MEGによるSEF測定は、頚髄疾患による感覚障害を非侵襲的かっ客観的に評価する方法として
有用である。
以上のことから、本論文は感覚障害をMEGで客観的に評価できる方法を開発したもので、臨床診断に
寄与すると考えられる。よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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